
グローバルイノベーション創出支援事業 
平成28年度上半期の主な取組みについて 

大阪市経済戦略局 
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OIHで活動する新規コミュニティ 

 
 

 

 
 

ベンチャーコミュニティ 

            志と知恵と信義のあるベンチャー起業家とベンチャー協力者が個人としてオープンかつボランタリーに集う場を 
            醸成し交流を図ることにより、ベンチャー起業の発展、新産業の創出、関西経済の発展に寄与することを目指す。 
             

 
・定例会（セミナー、勉強会等、3分間プレゼンなど）、分科会（事業化プラン、知財、ＩＴ活用）等開催 
・活動実績 月１回 （6月16日、7月22日、8月23日、9月20日） 
・会員数 約500名 

活動状況 
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Code for Ｏｓａｋａ  

            メンバーと行政や社協、大学などとの情報共有、ネットワークの構築を行い、大阪のオープンデータの活性と、 
            大阪の街づくりの課題をデザインやＩＴといった個人のスキルを基に解決していく組織づくりを目指す。 

 
・他都市のＣｏｄｅ ｆｏｒの取組みの紹介、大阪にとってのＣｉｖｉｃ ｔｅｃｈのあり方について考え方の共有、オープンガバナンスの取組み、
ハッカソンのあり方、ＬＯＤの活用方法、データセキュリティの構築方法など、地域課題をコードで解決しようとする際ぶつかる様々な課
題を解決するための学びの場を提供している。 
・活動実績 毎月第２水曜日開催 （4月20日、5月11日、6月8日、7月14日、8月17日、9月14日） 
・会員数 約110名 

活動状況 

コミュニ
ティの目的 

コミュニ
ティの目的 



新事業創出等をめざした外部団体との連携 

 
 

 

 
 

始動 

            ・経済産業省のプロジェクト「始動Next Innovatorプログラム」の第１期から有志のメンバーにより、関西の大手企業 
             の新規事業担当者のために結成。 
            ・関西若手大企業新規事業担当者を募集しながらＯＩＨにて主に休日をメインに「デザインシンキング」「リーンスター 
             トアップ」、メンタリングを軸としたワークショップを行うことで、イノベーション人材を育成し、新事業開発をめざす。             

 
・「始動」プロジェクトの有志メンバーによる事業化支援、関西の大企業新規事業担当者とのコミュニティ形成及び 
 事業連携の機会創出、ＧＩ事業におけるＯＩＨ会員との大企業担当者との交流・連携活動を実施 
・活動実績 上期計１１回 （5月28日、6月4日、12日、18日、7月2日、9日、24日、8月6日、28日、9月4日、24日） 
・会員数 ２０名 

活動状況 
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 大阪市ビジネス教育推進委員会 

            ・大阪の商業系高校生にビジネス化のプロセスを経験させ、 
             アントレプレナーシップを要請する。 
                      

 
・「大阪の新名物開発」というプロジェクトの創出と、高校生の新事業開発体験を通じて起業志向者を増やす活動をおこなっており、 
 ＯＩＨは大阪みやげに関連する老舗企業を発掘し、コミュニティとつなぐことで、事業アイデアの試作品製作や試作品販売による 
 市場ニーズ調査などを支援。   
・活動実績 9月17日 
・参加高校生数 23チーム、 138名 

活動状況 

連携事業の
目的 

連携事業の
目的 



プロジェクト創出イベント 

 
 
 

ＯＩＨカレッジ   

            
            ・一般の部に10名、学生の部に17名が参加。 
            ・一般の部はビジネスモデルキャンバスを使用し、合宿を含め、３０時間をかけてビジネスモデルをブラッシュアップ。     
            ・学生の部はＬＬＰをもとに、考えたサービスが本当に売れるかを検証しながらブラッシュアップを重ねた。 

            ・一般の部から１チーム、学生の部から２チームがプランの事業化に継続して取り組んでいる。 
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平成28年7月23日、7月30日、8月6日、8月7日、8月21日 

INNOVATORS’ SUMMER @ OSAKA 2016 （ハッカソン）  

             
            ・中高生が夏休みの5週間をかけて、社会を面白くするＩＴサービスをプロデュースする関西発のコンテスト。 
            ・自分たちが考える社会に役立つＷｅｂサービスやアプリケーションをゼロから開発する高校生による中高生のため 
             のハッカソンである。   

参加・実施状況 

             
 
             
             ・起業家人材を増やしていくため、起業に関心のある一般社会人や学生を対象に、 
             起業スキルの習得等をめざす。 
             マインド醸成、チーム組成等を目的として実施。 
 
 
                        

目的・概要 

目的・概要 

               ・ 中学1年生から高校3年生までの50人がチームを組んでサービスを開発。 
               ・プログラミングスキルのない高校生もＩＴに触れるキッカケを創るため、プログラムング講座やデザイン講座 
                などもすべて無料で参加できるようにし、全チームが今までにないサービスを発表。                 

               ・最終日に、多くのウェブサービスを見てきた投資家や起業の担当者が審査を行い、優秀者には豪華賞品が 

                あたるという内容の充実したＩＴキャンプとなった。                

参加・実施状況 

一般向け 平成28年８月８日～9月19日（計５回）  
学生向け 平成28年8月11日～9月23日（計5回） 



プロジェクト創出イベント 

 
 
平成２８年９月17日～18日 
 

Hackathon in 勝尾寺（オールナイトハッカソン） 

            ・関西のＴｅｃｈ コミュニティの発展を目的とした、開発者が主役のハッカソン。 
            ・山奥の寺院で缶詰状態の中、泊まり込みで開発に集中できることが特徴。 
            ・ほぼ制約はなく、普段挑戦できないような題材や温めていたアイデアを実現できるよう開催。              

目的・概要 

               ・参加者 ２０名。 
               ・今回は普段からハッカソンに参加しているようなハッカソン熟練者やTech Communityを自身で運営されてい 
                る方はメンターとして参加していただき、参加者との間で活発な議論がなされた。 
               ・今回の発表内容を基に、今後も開発を進めるといわれた参加者が多数いたので、ＯＩＨでフォローアップも 
                実施。 

参加・実施状況 
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平成２８年８月２７日（土）～２８日（日）２日間 
 

            ・「フロントエンドの最先端」をテーマに２日間開催。１日目はハッカソン、２日目は聴講形式のセミナーを通して 

             これからのフロントエンドの世界を「作り」「知る」ことができるイベント。 

              

目的・概要 

エンジニアコミュニティとの連携ハッカソン 
ＧＲＡＮＤ ＦＲＯＮＴＥＮＤ ２０１６ 

               ・ハッカソン６０名、セミナー１６０名（フロントエンドの分野で活躍されるエンジニア等）が参加。 
               ・ハッカソンでは、「ＧitHubからのプログラミング言語の利用統計」、「MonacaでKintoneアプリを利用」、 
                「宿ホテルAPIとKintoneの連携」が受賞 
               ・多くのＩＴエンジニアが参加するコミュニティにつながり、今後のＯＩＨとの連携が期待される。 

参加・実施状況 



海外連携事業紹介（今年度後半予定分も含む） 

 
 
平成28年9月25日（日） 一時予選 

 Shenzhen “Entrepreneurship Star” Contest 

            ・中国の深セン市・南山区が主催となり開催されるピッチコンテストの日本予選をＯＩＨで開催。 
            ・全世界で開催され、昨年度は2130企業・チーム（世界9か国42拠点）で開催された中国最大級規模のピッチ大会。 
            ・優秀な事業プランには南山区の起業支援ネットワークにより資金調達の機会やイノベーションリソースの共有など 
             事業をスケールアップさせるための厚いサポートが受けられる。                          

               ・全国から学生、一般合わせて22名が参加し、7名がセミファイナルに進出。面白いビジネスアイデアが 
                多数ピッチされた。 
               ・11月下旬にセミファイナルが行われ、深センとスカイプでつなぎ、審査を実施。 
               ・12月に深センで決勝が開催                  

参加・実施状況 

 
 

 
 

 
 
 
・ユトリヒト大学の学生と大阪のベンチャー企業とのワークショップ （４月） 
・テマセク・ホールディングス（シンガポールの投資会社）との意見交換及び視察の受け入れ （４月） 
・中国・深圳の若手起業家交流事業に大阪の人材を派遣（７月） 
・関西経済同友会・ハーバード大学との意見交換及び視察の受け入れ （７月） 
・フランス大使館とのFrench Tech Ticket in Kansai PRイベント （フランス政府実施のアクセラレーションプログラムの紹介）（８月） 
・イスラエル大使館との共催による、イスラエル企業とのビジネスチャンスをテーマにしたセミナーを開催（８月） 
・テルアビブ（イスラエル）とＯＩＨで、起業家の相互受け入れを合意（９月） 
 
（今後開催予定） 
・起業家と製造業等をグローバルにつなぐ台湾ハードウェアトレック社が、海外起業家と関西の製造業との連携をめざすイベントを開催
（11/8) 
・大阪で開催される、日仏イノベーションイヤーのクロージングイベントでのピッチ大会「The French Tech in Kansai」 （12/7） 
・ピッチ大会 Get in the Ring （オランダのスタートアップ支援イベント）（12/13） 
 

概要 
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目的・概要 

その他主な海外連携事業紹介 



（参考）市長による事業ＰＲ 

             
 
実施日：平成28年4月26日（火）  
内容：米国人投資家や大阪の起業家とともにうめきたを中心に盛り上がりを見せる 
大阪の起業家シーンについてのトークセッションに参加。 
参加人数：約130名 
             

 
・実施日：平成28年10月6日（木） 
・内容：第1期のプログラムに参加していた10社の成果発表会に出席し、ｼｰﾄﾞアクセラレーション事業を 
 はじめとしたＯＩＨ活動のＰＲ及びプログラム参加企業へのエールを送った。 
・参加人数：約200名 

ＯＩＨシードアクセラレーションプログラム「第1期デモデイ」（成果発表会） 
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実施日：平成28年9月6日  会場：大阪新阪急ホテル 
ビデオレター内容：新経済連盟の関西での初のイベントに対する祝辞と今後関西で活動を開始する 
同連盟へのＯＩＨとの連携、協力についての依頼 

新経済連盟主催KANSAI SUMMIT2０１６におけるビデオメッセージ提供  

GVH Demo Day Spring  

・出張機関：平成28年8月1日～5日 
・出張先：サンフランシスコ、シリコンバレー （スタンフォード大学、GSVLabs、サンノゼバイオキューブ等訪問） 
 シリコンバレーの視察及びＯＩＨの活動のＰＲ、大阪との連携の可能性等について意見交換を実施 
・市民向け出張報告会をOIHで開催 

市長サンフランシスコ出張  

会見日：平成28年5月26日、平成28年10月27日の2回 
内容：第1期及び第2期シードアクセラレーション事業開始のＰＲ 

市長記者会見  

市長出席事業 


